


















統と連鎖群分析品種， Colsess 1， Nigrinudumおよび Brachyticとの雑種の Fz，F3代に
ついて行なった.変異体と上記3分析品種の遺伝子構成(調査したもの〕を第1表に示す.
なおこの棲性形質を支配する遺伝子と min遺伝子との相向性検定のため， 改良坊主×
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ゆえ，Dd と種々の遺伝子との連鎖関係の有無は 1~ を計算して吟味した.
第 4表 緩性遺伝子 dと独立遺伝する標識遺伝子
DTwairsf hoc-rnousgei d Gene symbol 
XY xY Xy xy Total xi P 
with Xx Yy 
Nigrinudum Nn Dd 117 29 12 4 162 0.6173 0.5-0.3 
Vv Dd 119 29 15 2 165 0.0168 0.9-0.8 
ん α。Dd* 204 64 59 19 344 0.0464 0.9-0.8 
Bb Dd 111 35 14 2 162 0.2222 0.7-0.5 
Colsess 1 A. a. Dd* 333 105 103 24 565 1.1062 0.3-0.2 
Brachytic Nn Dd 352 101 83 25 561 0.1239 0.3-0.2 
Brbr Dd 337 117 96 33 583 O.∞48 0.95-0.9 
Ss Dd 341 113 94 29 577 0.0695 0.8-0.7 
第4表には Ddと独立遺伝をすることの推測された遺伝子対に関するむの結果が示さ
れている.これによると，Ddは第l群の br，n，第2群の V，第3群の a"，a.，第5群
の瓦第7群の sとはいずれも独立であることがわかる.












第 5表 Colsess 1 x大正麦倭性の F2における嬢性遺伝子と
三叉世遺伝子との連鎖関係
Normal Dwarf 
Items Total x2 
Hooded Awned Hooded A wned 
Observed number 278 54 38 49 419( +8勺
Corrected number 278 54 41.49 53.51 427 
p 
Calc. 9: 3 : 3: 1 240.20 80.06 80.06 26.69 427 v. large small 










Source of da ta p 
F2 0.263 
Fs (Ab) 0.258 
F3 (aB) 0.222 














SI-1印7.6126 Spl~470. 8682 
以上の結果から嬢性を支配する遺伝子 dは青色糊粉層の Blにごく近く， かっ， 三叉
芭の K と26.05%の距離に座位することがわかったが， この値はさきに改良坊主との雑
種で、たしかめられた min遺伝子の位置とごく近いことが認められる. そして， この大正
麦の慢性が semi-minuteに形態的諸特性について著しく類似性を示すので， あるいは d
とminとは同じものでないかと考えられた. そこで大正麦の嬢性変異体と改良坊主×









して多少短い. また， 穏や芭の長さも僅かに短い. 一方， 稗長は大正麦の約半分しかな






























はさきに三叉世遺伝子 K とminとの組換価として， 25.00土4.04(%)，青色糊粉層 B/
とm仰が7.1土1.62 (%) (B/の判定が困難のため不確実ではあるが)を見出した.そ




sonらく1932)は2.58 %， Myler and Stanford (1943)は24.72%，また高橋ら(1952)は
-128ー
K-Blが21.8 %， Ke-Blが23.25%(KとKeは複対立〕であることを報告している.
また， Buckley (1930)は40.6%，Immer and Henderson (1943)は 40.0%という可
なり違った組換価を見出している.ところで，上述の結果から，minが Blに対して，K
と反対側にあるとしても K-Bl聞の距離は 33%以下であり，決して 40%をこえること
は考えられない.だからいまかりに， さきにあげた3実験の示す K-Bl聞の距離がこの
実験材料に適合するものとすれば，それはおそらく 21.8~2'lt.マ2% と推定される. したが

















Buckley. G. F. H. 1930. Inheritance in barley with special reference to the colour of 
caryopsis and lemma. Sci. Agr. 10: 460--491 
Immer. F. R. and Henderson， M. T. 1943. Linkage studies in barley. Genetics 28: 419 
-440 
Myler. j. L. and Stanford， E. H. 19t2. Color inheritance in barley. j. Amer. Soc. Agron. 
34: 427--436 
Robertson. D. W.. Deming. G. W. and Koonce. D. 1932. Inheritance in barley. jour. Agr. 
Res. 44 : 445--466 
赤藤克巳， JI瀬恒男， 1955. 大麦iこ出現せる媛性突然変異:こついて(談話員要旨).脊種学雑誌4: 
240 
高橋隆平，板野弥寿夫， 1952 大変の三叉芭の研究I.長学研究40:57-60 
高橋隆平，望月明，林二郎.1955. 混数性オオムギの特性とその遺伝I.農学研究43:51-62 




























































附図5-8 大正麦媛位変異体の幼傾物の成長.r，'.~にお:t る混数性と細胞膜形成不全 (x 5∞〕




6 :中央土から 8x (56 .続いて 2つの 4x，
右.こ 2x (14)の核倍数制約胞の分裂
では網胞膜形成の不完全がみられる.
8: 中央二 2'，~!胞￠融合による I i大核(おそ
らく 12xか 14x;， その上と下に 4x.
2xの核がみられ，左上に;土4核以上の
不完全融合の状態がみられる
